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修
著

『
ベ
ル
リ
ン
　
王
都
の
近
代
－
初
期
工
業
化
・

一
八
四
八
年
革
命
一
』

北
　
村
　
昌
　
史

　
ド
イ
ツ
「
特
有
の
黙
し
論
批
判
の
書
で
あ
る
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
イ
リ

ー
の
『
現
代
歴
史
叙
述
の
神
話
』
の
翻
訳
（
望
田
幸
男
訳
、
晃
洋
書
房
）
が

日
本
で
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

従
来
の
通
説
的
な
ド
イ
ツ
史
解
釈
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
層
の
未
成
熟
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
実
現
せ
ず
、
そ
の
た
め
最
終
的
に

フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
成
立
と
い
う
悲
劇
が
生
じ
た
、
と
い
う
解
釈
の
再
検
討

の
必
要
性
が
、
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

再
検
討
の
作
業
に
は
、
新
た
な
ド
イ
ツ
近
現
代
史
像
、
な
い
し
は
従
来
の
も

の
と
は
ま
っ
た
く
別
の
歴
史
観
の
形
成
と
い
う
作
業
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
作
業
の
た
め
に
は
、
近
年
隆
盛
を
き
わ
め
た
社

会
史
の
手
法
を
用
い
て
ド
イ
ツ
社
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
も
一
つ
の
有
効

な
手
段
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昨
年
出
版
さ
れ
た
川
越
王
氏
の
『
ベ
ル
リ
ン

王
都
の
近
代
l
i
初
期
工
業
化
・
一
八
四
八
年
革
命
一
』
は
、
そ
う
し
た

社
会
史
か
ら
の
ド
イ
ツ
近
現
代
史
像
再
講
築
の
た
め
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
書
に
つ
い
て
の
論
評
を
以
下
で
試
み
て
み
た
い
。

　
黍
書
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
史
に
か
ん
す
る
川
越
修
氏

の
旧
稿
を
、
新
稿
を
魏
え
た
う
え
で
、
配
列
し
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
は

じ
め
に
」
に
お
い
て
「
本
書
を
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
二
〇
日
、
余
り
に
も

早
く
逝
っ
て
し
ま
っ
た
学
父
、
良
知
力
教
授
の
墓
前
に
捧
げ
た
い
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
著
者
の
学
風
は
、
故
良
知
力
教
授
の
そ

れ
を
う
け
つ
ぎ
つ
つ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

本
書
は
、
著
者
の
雷
葉
に
よ
れ
ば
、
「
一
八
四
八
年
革
命
期
の
ベ
ル
ジ
ン
に
焦

点
を
あ
て
、
民
衆
社
会
史
研
究
か
ら
出
発
し
て
、
近
代
社
会
の
形
成
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
へ
と
進
む
こ
と
に
よ
り
、
〈
具
体
的
存
在
〉
の
論
理
を
読
み
解
く

方
法
と
し
て
の
社
会
史
研
究
の
可
能
性
を
探
る
一
つ
の
実
験
と
い
う
性
格
を

も
つ
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

二

　
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
本
書
の
課
題
設
定
と
問
題
意
識
が
述
べ
ら
れ

る
。
ド
イ
ツ
「
三
月
前
」
期
は
、
伝
統
虫
送
の
枠
組
み
が
動
揺
し
な
が
ら
も
、

そ
の
行
方
の
定
ま
ら
ぬ
過
渡
期
と
し
て
の
、
初
期
工
業
化
の
時
代
で
あ
っ
た
。

一
八
四
〇
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
は
、
こ
う
し
た
過
渡
期
の
多
様
な
都
市
民
衆
の

る
つ
ぼ
と
な
っ
て
い
た
。
本
書
は
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
民
衆
の
姿
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
（
大
衆
貧
困
状
況
）
と
い

う
社
会
危
機
の
実
態
を
と
ら
え
（
第
－
部
）
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
対
立
が

一
挙
に
噴
出
し
た
一
八
四
八
年
革
命
と
い
う
「
事
件
」
の
も
つ
意
味
を
解
読

し
（
第
嚢
部
）
、
ド
イ
ツ
近
代
社
会
形
成
過
程
に
お
け
る
こ
の
革
命
の
意
味

を
さ
ぐ
る
こ
と
（
第
皿
部
）
を
、
そ
の
課
題
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
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の
背
景
に
は
、
著
老
の
二
つ
の
問
題
意
識
が
存
在
す
る
。
　
一
つ
め
は
、
「
挫

折
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
」
と
い
う
ド
イ
ツ
一
八
四
八
年
革
命
に
関
す
る
通

説
的
解
釈
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
近
代
史
像
の
再
検
討
、
も
う
一
つ
の
問
題
意

識
は
社
会
史
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
後
老
の
問
題
意
識
に
は
二
つ

の
側
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
｝
体
性
が
解
体
し
て
い
た
当
時
の
都

市
民
衆
の
全
体
像
を
、
都
市
と
い
う
一
つ
の
生
活
空
間
に
お
け
る
民
衆
の
相

互
位
置
関
係
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
社
会
単
位
の
比
較

社
会
史
研
究
の
て
が
か
り
を
見
つ
け
る
こ
と
、
第
二
に
社
会
史
と
政
治
史
・

事
件
史
の
結
合
に
よ
る
新
た
な
近
代
史
像
の
構
築
で
あ
る
。

　
で
は
、
以
上
の
課
題
と
聞
題
意
識
に
も
と
づ
い
て
ど
の
よ
う
に
一
八
四
八

年
革
命
前
後
の
ベ
ル
リ
ン
社
会
が
欝
欝
さ
れ
て
い
く
か
を
、
第
－
都
か
ら
順

を
お
っ
て
見
て
い
こ
う
。

　
「
1
　
大
衆
貧
困
状
況
下
の
王
都
社
会
」
に
お
い
て
は
、
パ
ゥ
ペ
リ
ス
ム

ス
に
み
ま
わ
れ
た
コ
ニ
月
前
」
期
の
ベ
ル
ジ
ン
の
姿
が
、
人
口
変
動
の
状
況
、

産
業
構
成
、
市
区
ご
と
の
特
徴
（
第
一
章
）
、
労
働
諸
階
級
、
「
市
民
」
、
お

よ
び
両
者
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ
る
手
工
業
者
の
分
析
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
都
市

民
衆
の
階
層
構
造
の
解
明
（
第
二
章
）
、
ベ
ル
リ
ン
民
衆
の
生
活
、
「
職
人
労

働
者
」
、
お
よ
び
一
八
四
〇
年
代
の
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
運
動
の
分
析
に
よ
る

諸
社
階
層
の
相
互
位
置
関
係
の
見
取
り
図
の
提
示
（
第
三
章
）
、
そ
し
て
「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と
「
市
民
社
会
」
の
対
立
を
示
す
都
市
救
貧
制
度
の
分

析
（
第
四
章
）
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
。

　
著
者
は
、
同
時
代
人
の
視
点
を
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
コ
一
一
月
前
L

期
ベ
ル
リ
ン
の
姿
を
多
面
的
に
分
析
し
て
お
り
、
こ
こ
で
そ
の
分
析
を
逐
一

要
約
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
分
析

の
う
ち
、
こ
ご
で
は
、
一
八
四
八
年
革
命
に
お
い
て
顕
在
化
し
、
第
豆
部
以

降
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
論
点
を
い
く
つ
か
述
べ
て
お
く
に
と
ど
め
よ
う
。

　
第
一
点
は
、
コ
ニ
豊
前
」
期
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
民
衆
の
一
体
性

の
解
体
で
あ
る
。
著
者
は
、
社
会
層
と
し
て
の
同
一
性
を
喪
失
し
、
動
揺
し

は
じ
め
た
階
層
で
あ
る
乎
工
業
者
を
例
に
こ
う
し
た
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ベ
ル
リ
ン
の
手
工
業
に
は
、
均
質
な
構
造
を
維
持
し
た
業
種
、

貧
富
の
両
極
化
が
定
着
し
た
業
種
、
そ
し
て
両
極
化
が
開
始
し
だ
し
た
業
種

が
存
在
し
て
い
た
。
ほ
か
に
も
、
一
八
四
〇
年
代
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
運
動
相

互
の
結
び
付
き
の
欠
如
が
、
蜜
時
の
都
市
社
会
の
一
体
性
の
解
体
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
都
市
民
衆
の
一
体
性
の
解
体
か
ら
派
生
的
に
生
じ
て
き
た
、
「
職

人
労
働
者
」
と
い
う
新
た
な
社
会
層
の
出
現
で
あ
る
。
本
書
の
キ
ー
概
念
の

一
つ
で
も
あ
る
こ
の
「
職
人
労
働
者
」
は
、
次
の
よ
う
な
社
会
層
の
こ
と
を

雷
う
。
手
工
業
全
体
の
動
揺
の
中
、
親
方
へ
の
道
を
絶
た
れ
、
親
方
と
対
立

し
、
工
場
を
労
働
の
場
と
し
て
受
け
入
れ
つ
つ
、
こ
う
し
た
変
化
を
初
め
て

経
験
し
た
世
代
で
あ
り
、
一
方
手
工
業
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
；

を
維
持
し
て
い
る
職
人
層
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
一
八
四
八
年
革
命
の
一
つ
の

民
衆
基
盤
と
な
っ
た
。

　
第
三
に
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と
い
う
「
市
民
社
会
」
に
対
置
さ
れ
る

都
市
下
層
社
会
の
存
在
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
救
貧
制
度
の
実
態
が
、

そ
の
対
立
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
に
は
、

市
の
救
貧
制
度
の
助
け
を
借
り
て
窮
状
を
し
の
ぐ
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
閉
ざ

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
彼
ら
に
自
治
体
一
「
市
民
社
会
」
か
ら
排

除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
情
を
与
え
る
契
機
と
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
対
立

は
、
一
八
四
八
年
革
命
に
持
ち
込
ま
れ
る
。

　
第
－
部
で
明
ら
か
と
な
っ
た
「
三
月
前
」
期
の
ベ
ル
リ
ン
社
会
は
、
一
八
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評書

四
八
年
革
命
に
直
面
し
て
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
間
い
に
答
え
て
く
れ
る
の
が
、
「
1
　
一
八
四
八
年
ベ
ル
リ
ン
革
命
し
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
八
四
八
年
革
命
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
事
件
の
分
析

に
よ
っ
て
こ
の
革
命
の
意
味
を
解
読
し
な
お
す
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
第
五
章
「
帯
民
器
の
見
た
『
三
月
』
革
命
し
で
は
、
市
民
層
の
書
い
た
書

簡
、
回
想
録
、
そ
し
て
日
記
を
通
し
て
、
コ
ニ
月
」
革
命
（
三
月
十
八
・
十

九
日
の
ベ
ル
リ
ン
の
騒
動
）
を
直
接
経
験
し
た
人
々
が
、
ど
の
よ
う
な
革
命

像
を
持
ち
、
こ
の
「
革
命
」
の
担
い
手
を
誰
と
と
ら
え
て
い
た
か
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
コ
望
月
」
革
命
の
挺
い
手
が
『
職
人
労
働
者
」
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
上
で
、
書
簡
な
ど
の
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
こ
で
囲
ら
か
に

な
っ
た
各
人
の
革
命
像
は
、
安
易
な
図
式
的
解
釈
や
類
型
化
を
拒
み
、
各
人

の
革
命
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
と
個
別
的
な
問
題
と
し
て
深
く
掘
下
げ
る
よ

う
せ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
そ
う
し
た
同
時
代
人
の
叙
述
を
い
く
つ

か
の
点
に
整
理
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
「
三
月
前
」
期
と
一

八
四
八
年
革
命
と
の
間
に
連
続
性
を
も
ち
、
ま
た
第
六
章
以
降
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
問
題
と
し
て
、
「
都
市
市
民
」
層
と
「
居
留
民
（
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
）
」
層
の
対
立
が
そ
う
し
た
叙
述
か
ら
う
か
が
え
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
て
お
こ
う
。

　
次
の
第
六
章
と
第
七
章
で
は
、
一
八
四
八
年
革
命
の
具
体
的
な
事
件
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
コ
ニ
月
前
」
期
ベ
ル
リ
ン
の
は
ら
む
問
題
が
ど
の
よ
う
に
顕

在
化
し
、
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
む
か
え
た
か
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
都
市
昆
衆
の
多
様
性
を
扱
っ
た
の
が
、
第
六
章
「
労
働
三
層
と

革
命
一
…
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
分
析
1
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
八
四
八

年
春
の
い
く
つ
か
の
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
を
取
り
上
げ
、
労
働
者
層
の
箪
命
が

分
析
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
従
来
賃
上
げ
と
勝
働
時
聞
短
縮
を

求
め
た
「
穏
当
」
な
運
動
と
一
括
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
具
体
的
に
機
械
工

な
ど
の
工
場
労
働
者
、
指
物
工
な
ど
の
職
人
労
働
者
層
、
そ
し
て
印
刷
工
が

分
析
の
対
象
と
な
る
。
こ
う
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
は
、
手
工
業
的
熟
練
を

持
っ
た
労
働
者
を
主
た
る
担
い
手
と
す
る
、
「
人
間
と
し
て
生
き
る
権
利
」

を
求
め
た
運
動
で
あ
り
、
各
職
種
の
伝
統
や
労
働
者
の
お
か
れ
た
社
会
的
、

経
済
的
状
況
の
ち
が
い
、
運
動
の
指
導
者
の
思
想
な
ど
の
た
め
に
多
様
性
に

富
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
四
八
年
春
の
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
と

労
働
者
の
組
織
化
と
い
う
問
題
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
ス
ト
ラ
イ
キ

運
動
を
展
開
し
た
労
働
者
た
ち
が
、
都
市
と
同
職
組
合
と
い
う
従
来
の
組
織

的
運
動
の
枠
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
か
た
で
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
σ
印
刷

工
は
全
国
組
織
を
結
成
し
個
別
都
市
の
枠
を
越
え
よ
う
と
し
、
機
械
工
は
同

職
組
合
の
粋
を
越
え
た
も
の
の
、
企
業
主
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
枠
に
と
り

こ
ま
れ
、
職
人
労
働
老
は
都
市
の
枠
の
中
で
同
職
組
合
の
結
合
を
は
か
っ
た
。

第
九
章
で
取
り
上
げ
る
労
働
者
友
愛
会
は
、
こ
の
職
人
労
働
者
の
歩
み
に
そ

く
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
第
皿
部
以
降
と
の
つ
な
が
り
が

見
通
さ
れ
る
。

　
次
に
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と
「
市
民
社
会
」
の
対
立
と
い
う
問
題
を

取
り
上
げ
た
の
が
、
第
七
章
「
革
命
の
『
挫
折
騒
一
市
民
軍
を
め
ぐ
る
社

会
的
対
立
1
一
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
三
月
革
命
後
に
成
立
し
た
市
畏
軍

を
と
お
し
て
、
一
八
四
八
年
革
命
の
「
事
件
史
」
と
「
社
会
史
偏
の
架
橋
の

可
能
性
が
さ
ぐ
ら
れ
る
。
こ
の
市
民
軍
は
、
市
組
題
ら
の
手
に
よ
る
「
安
寧

秩
序
」
の
維
持
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
に
は
「
革
命
」
の
「
勝
利
」

を
惹
尊
し
て
い
た
。
そ
の
際
市
民
の
革
命
理
念
を
支
え
た
社
会
理
念
は
、
中

島
勢
力
を
排
除
し
、
限
定
さ
れ
た
市
民
に
よ
る
自
治
活
動
を
基
礎
と
す
る
「
身

分
鯨
帯
民
社
会
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
蒋
の
ベ
ル
リ
ン
の
状
況
は
こ
う
し
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た
理
念
を
許
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
市
民
軍
を
め
ぐ
る
「
市
民
」
と
「
労

働
者
」
の
対
立
と
し
て
意
識
さ
れ
た
。
こ
の
対
立
は
、
具
体
的
に
は
「
人
民

武
装
」
を
要
求
す
る
下
か
ら
の
動
き
と
し
て
表
面
化
し
、
こ
れ
に
市
民
軍
の

警
察
化
を
は
か
る
上
か
ら
の
動
き
が
か
ら
ん
で
、
一
八
四
八
年
四
月
以
降
の

市
民
軍
の
活
動
は
展
開
し
て
い
く
。
最
終
的
に
は
、
市
民
軍
と
公
共
土
木
事

業
労
働
者
の
衝
突
（
十
月
事
件
）
に
お
い
て
、
市
民
軍
が
最
初
に
銃
を
使
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
安
寧
秩
序
」
が
乱
れ
、
市
民
軍
の
存
立
基
盤
（
「
革
命
」

と
「
安
寧
秩
序
」
）
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
、
市
民
層
と
労
働
者

層
は
「
あ
か
ら
さ
ま
な
敵
対
関
係
」
に
な
り
、
も
は
や
諸
社
土
層
の
結
合
体

形
成
の
可
能
性
は
失
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
市
民
軍
は
解
体
し
、

市
民
軍
に
か
け
た
ベ
ル
リ
ン
市
民
の
自
治
の
夢
も
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　
一
八
四
八
年
革
命
を
き
っ
か
け
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
は
じ
め
た
か
を
考
察
す
る
の
が
、
「
皿
　
一
八
四
八
年
革
命
の
社
会
史

的
意
味
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
八
四
八
年
と
い
う
釘
断
面
を
「
病
気
と
健

康
」
と
い
う
日
常
生
活
上
の
基
本
問
題
に
そ
く
し
て
解
析
し
、
革
命
を
経
験

す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
形
成
の
道
に
つ
く
ド
イ
ツ
近
代
社
会
の
姿
を
、
ベ
ル

リ
ン
の
王
都
か
ら
首
都
へ
の
転
換
と
い
う
観
点
で
、
上
（
第
八
章
）
と
下
（
第

九
章
）
か
ら
照
射
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
上
か
ら
の
首
都
社
会
へ
の
転
換
の
道
筋
を
た
ど
る
の
が
、
第
八
章
「
コ
レ

ラ
・
都
市
・
国
家
」
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
一
八
三
一
・
三
二
年
と
一
八

四
八
・
四
九
年
の
コ
レ
ラ
流
行
の
意
味
の
社
会
史
的
な
解
読
が
試
み
ら
れ
る
。

ま
ず
、
ベ
ル
リ
ン
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
八
三
一
・
三
二
年
の
コ

レ
ラ
流
行
に
対
す
る
、
ベ
ル
リ
ン
医
師
団
、
自
由
主
義
者
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政

府
の
見
方
が
検
討
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
医
師
団
が
、
接
触
伝
染
説
お
よ
び
政

府
と
の
一
体
化
、
自
由
主
義
者
が
ミ
ア
ズ
マ
説
お
よ
び
霞
由
主
義
的
な
干
渉

国
家
論
の
萌
芽
と
も
言
う
べ
き
立
場
、
そ
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
予
防
対

策
で
は
ミ
ア
ズ
マ
説
、
基
本
的
に
は
接
触
伝
染
説
、
そ
し
て
流
行
時
に
は
国

家
の
強
力
な
介
入
を
そ
れ
ぞ
れ
目
指
し
て
い
た
。
次
に
、
一
八
三
一
・
三
二

年
と
一
八
四
八
年
の
流
行
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
一
八
四

八
年
の
流
行
の
時
、
水
と
住
居
を
中
心
と
し
た
都
市
衛
生
問
題
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
住
居
間
題
に
つ
い
て
は
依
命
前
か
ら
自
助
に
よ
る
「
ベ

ル
リ
ン
共
同
窪
築
組
合
」
の
活
動
が
あ
っ
た
が
、
挫
折
し
た
。
最
後
に
、
医

師
ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
の
一
八
四
八
年
革
命
時
の
言
説
を
と
お
し
て
、
四
八
年
の

コ
レ
ラ
流
行
を
き
っ
か
け
と
し
て
ど
の
よ
う
な
発
想
が
生
じ
た
か
が
さ
ぐ
ら

れ
る
。
ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
が
目
指
し
た
の
は
、
「
人
民
主
権
、
民
主
主
義
国
家
」

の
原
理
に
立
ち
、
そ
う
し
た
国
家
に
よ
る
「
至
上
の
最
も
自
然
な
財
産
と
し

て
の
身
体
の
保
証
」
を
意
味
す
る
「
公
衆
衛
生
の
原
理
し
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
「
上
か
ら
の
救
済
と
い
う
視
点
」
を
強
く
も
っ
て
い
た
。
だ
が
、
自
助
的

な
都
市
改
革
の
試
み
と
共
に
、
こ
の
ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
の
考
え
も
消
え
て
い
く
。

こ
の
二
つ
の
試
み
が
再
び
出
会
う
の
が
一
八
五
六
年
以
降
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
予
告
さ
れ
る
。

　
第
九
章
「
職
人
労
働
者
と
相
互
扶
助
組
織
問
題
」
で
は
、
相
互
扶
助
組
織

を
め
ぐ
る
議
論
を
と
お
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
苗
都
社
会
へ
の
転
換
の
道
筋
が

「
下
か
ら
」
さ
ぐ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
う
し
た
議
論
が
自
助
と
国
家
扶
助
の

間
を
揺
れ
動
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
一
八
四
八
年
初
夏
か
ら

初
秋
に
か
け
て
行
わ
れ
た
手
工
業
者
、
職
人
、
勝
働
者
に
よ
る
会
議
が
分
析

の
対
象
と
な
る
。
北
ド
イ
ツ
手
工
業
者
・
営
業
者
層
代
表
者
大
会
で
は
自
助
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
親
方
会
議
で
は
、
親
方
の
監
督
の
も
と
の
自
助
的
栢
互
扶

助
組
織
を
軸
に
、
国
家
扶
助
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
職
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四書

人
会
議
で
は
国
家
扶
助
を
前
面
に
出
し
、
親
方
の
監
督
の
も
と
の
相
互
扶
助

組
織
を
拒
否
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
会
議
で
は
国
家
扶
助
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
策
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
の
う
ち
、
革
命
の
波
が
ひ

い
て
い
く
な
か
、
大
衆
的
と
呼
び
う
る
運
動
を
展
開
で
き
た
の
は
、
ベ
ル
リ

ン
労
働
者
会
議
に
お
い
て
成
立
し
た
労
働
者
友
愛
会
の
み
で
あ
る
。
こ
の
友

愛
会
の
運
動
を
支
え
た
の
は
、
職
人
の
相
互
扶
助
組
織
で
あ
り
、
指
導
部
に

お
い
て
も
革
命
期
の
国
家
扶
助
か
ら
自
助
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
た
。

　
「
エ
ビ
揖
ー
グ
　
首
都
社
会
へ
の
転
換
」
で
は
、
区
員
部
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
首
都
社
会
へ
の
転
換
の
道
筋
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
結
実

し
た
か
が
概
観
さ
れ
、
一
八
四
八
年
革
命
の
意
義
が
検
討
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
社
会
危
機
の
直
接
的
な
解
決
に
の
り
だ
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
が
、
ベ
ル

リ
ン
の
都
市
近
代
化
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
『
医
と
健
康
』

の
領
域
を
一
つ
の
突
破
口
に
日
常
生
活
の
制
度
化
に
着
手
し
、
広
汎
な
住
民

の
合
意
を
と
り
つ
け
つ
つ
、
市
民
層
の
手
を
は
な
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
国
家
へ

の
再
統
合
（
一
首
都
化
）
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
結
果
的
に
自
ら
も
近
代
的

な
社
会
国
家
へ
の
道
を
た
ど
り
は
じ
め
る
経
緯
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま

ず
、
都
市
近
代
化
事
業
は
、
都
欝
当
局
に
よ
る
都
市
改
造
計
画
の
挫
折
を
前

提
と
し
て
、
一
八
四
八
年
に
ベ
ル
リ
ン
警
視
総
監
に
着
任
し
た
ヒ
ソ
ケ
ル
ダ

イ
の
も
と
、
国
家
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
機

構
が
再
編
成
さ
れ
た
う
え
で
、
上
水
道
整
備
、
街
路
清
掃
、
消
防
が
ベ
ル
リ

ン
警
察
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
の
事
業
は
警
視
庁
の
管

轄
下
に
お
か
れ
た
。
こ
う
し
た
ベ
ル
リ
ン
の
首
都
社
会
へ
の
転
換
を
不
可
逆

的
に
す
る
に
は
、
職
人
労
働
老
層
を
中
心
と
す
る
住
民
の
同
意
が
必
要
で
あ

る
。
栢
互
扶
助
組
織
に
対
す
る
一
八
五
〇
年
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
対
応

は
こ
の
点
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
　
一
八
五
四
年
四
月
三
日
の

「
営
業
扶
助
金
魔
法
」
で
は
、
相
互
扶
助
組
織
へ
の
国
家
の
関
与
が
前
面
に

出
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
「
三
月
前
し
期
に
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
と
い
う
危
機
の
時
代
を
む
か
え
た
王

都
ベ
ル
リ
ン
は
、
一
八
四
八
年
に
は
近
代
国
家
誕
生
の
舞
台
に
転
換
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
以
降
、
近
代
国
家
は
、
ベ
ル
リ
ン
住
民
の
同
意
と
「
社
会

国
家
」
へ
の
統
合
化
希
求
に
さ
さ
え
ら
れ
つ
つ
、
「
社
会
藁
家
」
に
向
け
て
の

自
己
転
換
の
道
を
歩
み
だ
し
た
。
「
一
八
四
八
年
革
命
を
は
さ
ん
だ
蒔
期
の

ベ
ル
リ
ン
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
社
会
形
成
へ
の
遣
足
を
こ
そ
聞
き

と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
著
者
は
本
書
の
最
後
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

三

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
「
三
月
前
し
期
に
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
と
い

う
危
機
を
む
か
え
た
王
都
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
構
造
が
、
一
八
四
八
年
の
三
月

革
命
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
近
代
的
首
都
社
会
へ
と
転
換
し
た
道
筋
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
近
代
国
家
が
「
社
会
国
家
」
に
む
け
て
の
自
己
転

換
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
の
だ
と
主
張
さ
れ
た
。
同
時
代
人
の
著
作
、
論
文
、

日
記
、
回
想
録
、
そ
し
て
書
簡
な
ど
も
含
む
一
次
史
料
に
立
脚
し
、
当
時
の

人
々
の
自
分
の
生
き
た
社
会
へ
の
視
線
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
分
析
に
よ

っ
て
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
社
会
の
姿
が
生
き
生
き
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

本
書
の
問
題
意
識
、
主
観
的
な
史
料
を
も
と
り
い
れ
た
分
析
方
法
、
分
析
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
ベ
ル
ジ
ン
の
社
会
構
造
、
そ
し
て
刺
激
的
な
主
張

に
よ
っ
て
、
本
書
は
社
会
史
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
言
っ
て

差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
に
よ
っ
て
、
昨
年
出
版
さ
れ
た
藤
田
幸
一
郎

『
都
市
と
市
民
社
会
』
（
青
木
書
店
）
と
共
に
、
従
来
政
治
史
や
経
済
史
に

比
べ
て
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
都
市
史
が
、
大
き
な
進
歩
を
と
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げ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
，
著
者
の
文
章
は
流
麗
か
つ
達
意
で
あ
り
、
ザ
ッ

ハ
リ
ヒ
な
要
約
よ
り
も
、
実
際
に
本
書
を
読
ん
で
、
著
老
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
を
読
み
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
変
革
を
完
全
に
実
現
で
き
な
か

っ
た
「
挫
折
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
」
と
し
て
の
三
月
革
命
で
は
な
く
、
ま

た
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
先
駆
者
と
し
て
の
「
前
近
代
悪
し
な
ド
イ
ツ
社
会
で

も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
批
紀
中
葉
の
ド
イ
ツ
社
会
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
支
配

下
の
ド
イ
ツ
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
牽
強
付
会
す
る
こ
と
は
な
い
。
本
書
で

ま
ず
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
申
葉
の
ベ
ル
リ
ン
社
会
構
造
の
横
断

面
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
人
々
が
ど
う
生
き
て
い
た
か
、
ど
う
自

分
の
生
き
て
い
た
社
会
を
見
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、

ど
の
よ
う
な
溜
動
を
し
た
か
、
そ
し
て
諸
社
会
階
層
が
ど
の
よ
う
に
か
ら
み

あ
っ
て
い
た
か
が
、
問
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
四
八
年
の
三
月
革
命
を

き
っ
か
け
と
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
構
造
の
変
化
の
分
析
も
、
課
題
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
分
析
に
基
づ
き
、
「
社
会
国
家
」
成
立
と
い
う
観

点
か
ら
、
ド
イ
ツ
近
代
史
の
積
極
的
な
再
評
価
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
書

は
、
社
会
史
に
よ
る
ド
イ
ツ
近
現
代
史
再
解
釈
の
た
め
の
一
つ
の
成
功
し
た

試
み
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
書
に
か
ん
す
る
疑
問
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

　
第
一
点
は
、
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
著
者
が
、
ド
イ
ツ
コ
ニ
月
前
し

期
を
、
「
伝
統
社
会
の
枠
組
み
が
動
揺
す
る
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
社
会
的
流
動
化
が
進
行
し
な
が
ら
、
そ
の
行
方
の
定
ま
ら
ぬ
過
渡
期
」
と

し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
過
渡
期
」
を
設
定
す
る
場
合
、
基
準

と
な
る
、
あ
る
程
度
完
成
し
た
社
会
が
そ
の
前
後
に
存
在
す
る
こ
と
を
そ
の
r

前
提
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
社
会
が
、
は
た
し
て
実
際
に

存
在
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
を
感
じ
る
。
本
書
で
も
、
「
伝
統

社
会
」
、
な
い
し
は
「
都
市
罠
衆
の
一
体
性
」
が
維
持
さ
れ
て
い
る
都
市
社
会

の
存
在
が
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
社
会
の
実
態
に
つ
い
て
は
な
に

も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
一
九
世
紀
中
葉
の
ド
イ
ツ

を
、
「
過
渡
期
偏
と
し
て
前
後
の
時
期
に
従
属
的
に
位
梅
づ
け
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
自
体
、
不
安
定
な
部
分
を
含
み
な
が
ら
も
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
一

つ
の
構
造
体
、
一
つ
の
時
代
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
う
考
え
る
の
は
、
本
書
か
ら
受
け
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
。

本
書
が
現
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
「
三
月
前
」
期
の
ベ
ル
ジ
ン
の
社
会
構

造
で
あ
り
、
そ
れ
が
三
月
革
命
を
き
っ
か
け
に
し
て
ど
う
変
化
し
た
か
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
見
「
社
会
的
流
動
化
が
進
行
し
な
が
ら
、
そ
の
行
方

の
定
ま
ら
ぬ
」
よ
う
な
状
態
に
あ
る
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
構
造
の
横
断
面
が
、

み
ご
と
に
え
が
き
だ
さ
れ
て
い
た
。
本
書
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
ベ
ル
リ
ン

社
会
は
、
「
過
渡
期
」
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
「
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
」
時

代
と
も
言
う
べ
き
時
代
の
、
そ
れ
自
体
完
結
し
た
一
つ
の
構
造
体
な
の
で
あ

る
。　

第
二
の
疑
問
は
、
著
者
の
雷
う
「
社
会
国
家
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
本
書
で
は
明
確
に
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
「
社
会
國
家
」
の
姿
が
開
ら
か
で
な
い
た
め
、
首
都
へ
転
換
し
た
ベ

ル
リ
ン
の
構
造
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
逆
に
、
「
三
月
前
」
期
や
三
月
革
命
期

に
比
べ
て
、
首
都
転
換
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
構
造
に
十
分
な
分
析
が
加
え
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
「
社
会
図
墨
引
の
姿
が
不
鮮
明
に
な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

た
と
え
ば
、
首
都
転
換
後
の
ベ
ル
リ
ン
民
衆
の
姿
が
、
本
書
で
は
十
分
に
語

ら
れ
て
い
な
い
。
「
三
月
前
」
期
に
お
い
て
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
と
い
う
危
機

に
お
ち
い
っ
た
民
衆
が
三
月
革
命
後
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
た
か
は
、
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ベ
ル
リ
ン
の
首
都
社
会
へ
の
転
換
を
語
る
場
合
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
疑
問
は
、
第
二
の
疑
問
と
も
関
連
が
あ
る
が
、
第
皿
部
で
解
開
が

試
み
ら
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
首
都
社
会
へ
の
転
換
の
道
筋
に
つ
い
て
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
コ
レ
ラ
へ
の
対
塔
と
職
人
の
網
互
扶
助
組
織
に
か
ん
す
る
議
論

か
ら
こ
の
道
筋
が
た
ど
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
コ
レ
ラ
と
相
互
扶
助
組

織
な
の
か
。
当
時
ベ
ル
リ
ン
で
は
他
に
も
多
く
の
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス
心
服
の

試
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
四
四
年
に
設
立
さ
れ
た
労
働
諸

　
　
　
　
　
　
　
①

階
級
福
祉
中
央
協
会
（
本
書
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
）
は
、
「
三
月
前
」
期
か
ら

革
命
後
に
か
け
て
、
そ
う
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
試
み
の
な

か
か
ら
コ
レ
ラ
と
相
互
扶
助
組
織
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
の

首
都
へ
の
転
換
と
「
社
会
国
家
し
成
立
と
い
う
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
本
書
で
は
革
命
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
社
会
電
食
が
不
鮮

閣
で
あ
る
た
め
に
、
二
つ
の
試
み
が
実
際
に
首
都
ベ
ル
リ
ン
と
結
び
つ
い
て

い
る
の
か
、
ま
た
他
の
道
筋
の
ほ
う
が
後
の
ベ
ル
リ
ン
社
会
で
大
き
く
結
実

し
た
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
ぬ
ぐ
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
第
二
の
疑
問
と
第
三
の
疑
問
を
ま
と
め
て
、
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。
本
書
の
構
想
、
す
な
わ
ち
三
月
革
命
を
契
機
と
す
る
ベ
ル
リ
ン

の
王
都
か
ら
首
都
へ
の
転
換
、
そ
し
て
「
社
会
国
家
」
と
し
て
の
近
代
国
家

の
形
成
と
い
う
構
図
は
、
本
書
の
叙
述
か
ら
そ
れ
を
す
な
お
に
受
け
入
れ
る

の
に
は
、
す
こ
し
一
一
を
覚
え
る
。
だ
が
、
こ
の
構
想
が
、
非
常
に
興
味
深

く
、
か
つ
刺
激
的
で
あ
る
の
は
ま
ち
が
い
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
発
展
さ

せ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

三
月
革
命
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
構
造
に
か
ん
す
る
実
証
的
研
究
の
積
み
か

さ
ね
が
、
さ
ら
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
著
者
の
み
な
ら
ず

後
続
の
研
究
者
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
書
の
「
エ
ピ
ロ
；
グ
」
は
、
ま
た
同
時
に
ド
イ
ツ
近
代
史
研
究
に
と
っ
て

の
一
つ
の
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
と
も
言
え
よ
う
。

　
以
上
本
書
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト
を
試
み
て
み
た
が
、
本
書
が
、

ド
イ
ツ
の
近
現
代
史
、
都
市
史
、
そ
し
て
社
会
史
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
業

績
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
は
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
近
代

史
を
考
え
る
際
に
も
重
要
で
あ
り
、
比
較
都
落
社
会
史
の
視
点
を
提
供
す
る

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
、
ド
イ
ツ
近
代
史
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
研
究
者
に
と
っ
て
も
必
読
の
書
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

最
後
に
、
評
者
の
誤
読
や
誤
解
な
ど
に
つ
い
て
、
著
者
の
御
寛
容
を
ね
が
い

た
い
。

　
①
　
評
者
は
、
こ
の
労
働
諸
階
級
福
祉
中
央
協
会
に
か
ん
す
る
論
稿
を
準
備
中
で
あ

　
　
る
。
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